
内
閣
衆
質
一
六
一
第
三
二
号

平
成
十
六
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
予
算
執
行
職
員
等
の
責
任
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
七
日
受
領

答

弁

第

三

二

号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
予
算
執
行
職
員
等
の
責
任
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
金
銭
登
録
機
の
随
意
契
約
の
理
由
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、

各
地
方
社
会
保
険
事
務
局
及
び
社
会
保
険
事
務
所
（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
事
務
所
を
含
む
。
以
下
「
社
会
保
険
事
務
所

等
」
と
い
う
。
）
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
に
要
す
る
個
人
デ
ー
タ
の
入
出
力
や
国
庫
金
の
領
収
証
書
の
発
行
が
可
能

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
社
会
保
険
庁
本
庁
の
求
め
る
仕
様
の
ソ
フ
ト
を
搭
載
し
た
金
銭
登
録
機
を
平
成
十
四
年
度
内
に
納
入
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
業
者
は
株
式
会
社
カ
ワ
グ
チ
技
研
の
み
で
あ
り
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第

二
十
九
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
金
銭
登
録
機
の
契
約
に
係
る
予
定
価
格
が

少
額
で
あ
り
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
随
意
契
約
に
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

競
争
性
、
透
明
性
等
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
適
切
で
な
い
面
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
等
の
金
銭
登
録
機
に
係
る
随
意
契
約
ご
と
の
契
約
内
容
及
び
金
額
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
議
員

長
妻
昭
君
提
出
分
割
発
注
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
十
一
月
十
九
日
内
閣
衆
質
一
五
九
第
一
四
一

号
）
の
別
表
の
五
百
五
十
か
ら
千
四
十
三
ま
で
に
お
い
て
お
答
え
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
契
約
理
由
に
つ
い
て
は
別
表
の
と

一



お
り
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
届
出
用
紙
等
印
刷
シ
ス
テ
ム
の
随
意
契
約
の
理
由
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
現
時
点
で
把
握
し
て
い

る
限
り
で
は
、
当
時
の
社
会
保
険
庁
は
、
パ
ソ
コ
ン
機
能
と
プ
リ
ン
タ
ー
機
能
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
各
種
様
式
等
の
印

刷
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
社
会
保
険
庁
が
求
め
る
性
能
及
び
機
能
を
有
し
た
届
出
用
紙
等
印
刷
シ
ス
テ
ム
を
納
入
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
業
者
は
株
式
会
社
河
口
技
研
（
現
在
の
株
式
会
社
カ
ワ
グ
チ
技
研
）
の
み
で
あ
り
、
同
条
第
四
項
に
規

定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成
十
一
年
十
月
二
十
九
日
に
株
式
会
社
河
口
技
研
（
現
在
の
株
式
会
社
カ
ワ
グ

チ
技
研
）
と
随
意
契
約
を
締
結
す
る
と
の
官
報
公
示
を
行
い
、
他
の
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
随

意
契
約
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
届
出
用
紙
等
印
刷
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
導
入
後
の
使
用
状
況
か
ら
み
る
と
、

導
入
の
必
要
性
に
関
す
る
検
討
が
十
分
で
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
株
式
会
社
カ
ワ
グ
チ
技
研
か
ら
の
金
銭
登
録
機
の
購
入
価
格
（
平
成
十
四
年
度
及
び
平
成
十
五
年
度
）
は
一
台
当

た
り
十
六
万
五
千
二
百
円
（
消
費
税
別
）
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
六
年
八
月
十
日
に
行
っ
た
競
争
入
札
の
結
果
、
落
札
価
格

は
九
千
七
百
九
万
円
で
あ
り
、
一
台
当
た
り
十
四
万
六
千
円
（
消
費
税
別
）
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
届
出
用
紙

等
印
刷
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
賃
貸
借
契
約
は
、
本
年
七
月
末
で
終
了
し
、
そ
の
後
、
新
た
な
契
約
は
締
結
し
て
い
な
い
。

二



い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
尋
ね
の
随
意
契
約
の
理
由
、
随
意
契
約
が
適
法
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
、
捜
査
当
局
に
お
け
る
社
会
保
険
庁
職
員
と
株
式
会
社
カ
ワ
グ
チ
技
研
と
の
関
係
の
捜
査
状
況
も
踏
ま
え
、
調
査

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
金
銭
登
録
機
の
購
入
台
数
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
当
時
の

国
民
年
金
推
進
員
に
一
人
に
一
台
を
支
給
す
る
た
め
に
必
要
な
台
数
に
加
え
、
故
障
が
発
生
し
た
場
合
等
に
備
え
る
た
め
に

社
会
保
険
事
務
所
（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
事
務
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
大
阪
社
会
保
険
事
務
局
事
務
セ
ン
タ
ー

に
一
か
所
に
二
台
を
配
備
す
る
た
め
に
必
要
な
台
数
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
届
出
用
紙
等
印
刷
シ
ス
テ
ム
の
導
入
台
数
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り

で
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
一
か
所
に
二
台
を
配
備
す
る
こ
と
な
ど
を
標
準
と
し
、
更
に
社
会
保
険
庁
本
庁
が
都
道
府
県
の

保
険
主
管
課
（
部
）
及
び
国
民
年
金
主
管
課
（
部
）
（
現
在
の
地
方
社
会
保
険
事
務
局
）
と
個
別
に
調
整
し
、
決
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
各
一
台
を
配
備
す
る
こ
と
な
ど
を
標
準
と
し
、
更
に
社
会
保
険
庁
本
庁
が
個
別

に
設
置
希
望
調
査
を
行
い
、
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
届
出
用
紙
等
印
刷
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
導
入
後
の
使
用
状
況

三



か
ら
み
る
と
、
導
入
の
必
要
性
に
関
す
る
検
討
が
十
分
で
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
尋
ね
の
過
剰
な
台
数
が
契
約
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
契
約
が
適
法
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
捜
査
当
局
に
お
け
る
社
会
保
険
庁
職
員
と
株
式
会
社
カ
ワ
グ
チ
技
研
と
の
関
係
の

捜
査
状
況
も
踏
ま
え
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
随
意
契
約
を
行
っ
た
こ
と
が
、
予
算
執
行
職
員
等
の
責
任
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
二

号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
予
算
執
行
職
員
が
弁
償
の
責
に
任
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
、
ま
た
、
同
法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
通
知
を
行
う
べ
き
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
に
お
い
て
、
捜
査
当
局
に
お
け
る
社
会
保
険
庁
職
員
と
株
式
会
社
カ
ワ
グ
チ
技
研
と
の
関
係
の
捜
査
状
況
も
踏
ま
え
、

調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
随
意
契
約
が
同
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
弁
償
責
任
の
検
定
の
対
象
と
な
り
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
会
計
検
査
院
が
弁
償
責
任
が
あ
る
と
検
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

四
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